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私
の
青
春
総
括 

 
 

 

―
満
州
か
ら
中
国
縦
断 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

六
千
余
キ
ロ
、
復
員
ま
で
― 

東
京
都 

 
藤 
岡 

滋
之
助 

 
 

  

戦
後
六
十
年
を
迎
え
て
戦
友
諸
氏
も
傘
寿
を
過
ぎ
、
そ

の
間
多
く
の
人
々
が
不
帰
の
人
と
な
り
、
数
々
の
思
い
出

が
走
馬
灯
の
ご
と
く
浮
か
ぶ
今
日
こ
の
頃
で
す
。
私
達
の

年
代
は
昭
和
の
激
動
期
を
味
わ
い
波
乱
に
満
ち
た
人
生
を

共
有
し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、
よ
く
ぞ
今
日

ま
で
生
を
受
け
た
こ
と
に
、
感
慨
無
量
の
思
い
が
し
ま
す
。 

 

去
る
六
月
下
旬
、
同
期
の
戦
友
で
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
の
関
連
事
業
に
、
香
川
県
の
世
話
人
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
井
原
九
八
さ
ん
が
上
京
、
在
京
の
戦
友
と
三
人

で
食
事
を
し
た
際
、
表
題
『
平
和
の
礎
』
に
寄
稿
の
誘
い

を
受
け
、
所
属
し
た
部
隊
に
関
連
し
た
文
集
と
「
軍
隊
手

牒
」
の
履
歴
等
を
参
考
に
し
て
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
筆

を
取
り
ま
し
た
。 

 

私
の
本
籍
は
愛
媛
県
伊
予
市
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）

年
神
戸
市
で
生
れ
、
現
在
は
東
京
都
杉
並
区
で
妻
と
次
男
、

そ
の
孫
と
住
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

楠
木
正
成
を
祀
る
湊
川
神
社
縁
の
橘
小
学
校
か
ら
神
戸

市
立
第
一
神
港
商
業
学
校
に
入
学
、
昭
和
十
三
年
三
月
、

父
親
の
仕
事
の
都
合
で
東
京
に
移
住
、
東
京
市
立
商
業
学

校
に
転
校
（
戦
後
の
同
窓
会
で
、
二
期
後
輩
に
村
山
富
市

元
首
相
の
在
籍
を
知
る
）
、
昭
和
十
五
年
三
月
同
校
卒
後
、

海
外
雄
飛
を
志
し
、
南
満
州
鉄
道
㈱
に
入
社
し
ま
し
た
。 
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渡
満
し
た
時
、
大
連
港
に
て
本
社
出
向
社
員
よ
り
大
連

埠
頭
局
勤
務
の
辞
令
を
受
け
、
経
理
課
主
計
係
に
配
属
さ

れ
、
同
時
に
前
年
に
編
成
さ
れ
た
満
鉄
青
年
隊
に
入
り
朝

日
隊
舎
に
入
寮
し
ま
し
た
。
現
場
勤
務
の
人
達
を
含
め
約

百
五
十
人
と
の
共
同
生
活
は
豪
快
な
思
い
出
が
数
々
あ
り

ま
し
た
。 

 

中
国
語
（
北
京
官
話
）
の
講
習
も
約
三
カ
月
受
け
、
片

言
で
の
満
人
と
の
付
合
も
楽
し
く
、
ま
た
先
輩
に
囲
ま
れ

た
勤
務
も
順
調
で
し
た
。
し
か
し
八
月
中
頃
、
寮
に
伝
染

病
患
者
（
腸
チ
フ
ス
）
が
発
生
し
、
そ
れ
に
感
染
し
て
大

連
病
院
に
約
一
カ
月
入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
時
思
う
と
こ

ろ
あ
り
、
退
院
後
上
司
で
親
代
り
の
山
下
熊
二
係
長
に
相

談
し
て
、
進
学
を
決
意
し
、
そ
の
準
備
に
入
る
た
め
昭
和

十
六
年
三
月
退
社
、
多
数
の
先
輩
同
僚
に
見
送
ら
れ
て
帰

国
し
ま
し
た
。 

 
 

付
記 

「
満
鉄
不
倒
会
」 

 

戦
後
の
昭
和
五
十
一
年
四
月
、
満
鉄
埠
頭
局
経
理
課
を

中
心
に
「
埠
頭
局
」
に
ち
な
ん
で
「
満
鉄
不
倒
会
」
が
結

成
さ
れ
、
一
年
余
り
の
勤
務
で
し
た
が
最
年
少
の
私
も
仲

間
に
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
初
七
十
五
人
の
会
員
で
し

た
が
、
現
在
も
親
交
を
続
け
て
お
り
、
現
存
の
会
員
は
十

人
足
ら
ず
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
六
年
四
月
、
私
立
巣
鴨
高
等
商
業
学
校
（
現
千

葉
商
科
大
学
）
二
部
に
入
学
、
同
期
百
七
人
中
朝
鮮
、
台

湾
、
中
国
籍
の
方
が
十
三
人
お
り
、
当
時
は
五
族
協
和
を

宣
伝
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
我
々
は
和
気
藹
々
と
し
た
共

学
で
し
た
。 

 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
生
涯
忘
れ
得
ぬ
太
平
洋
戦

争
が
勃
発
、
真
珠
湾
攻
撃
を
皮
切
り
に
米
英
に
宣
戦
布
告

し
、
一
日
中
、
大
本
営
発
表
に
国
民
挙
げ
て
興
奮
の

る
つ
ぼ

坩
堝
と

化
し
た
状
況
が
今
も
生
々
し
く
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。 

 

戦
況
は
日
々
烈
し
く
、
戦
線
も
拡
大
一
途
を
た
ど
る
中
、

兵
役
を
延
期
し
た
私
に
と
っ
て
は
肩
身
が
狭
く
、
た
ま
た

ま
海
軍
予
備
学
生
募
集
の
学
内
掲
示
を
見
て
志
願
し
ま
し

た
。
最
後
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
友
人
と
九
州
、
四
国
方

面
を
旅
行
中
、
実
家
よ
り
受
験
日
の
通
知
が
来
た
旨
を
受

け
帰
京
、
八
月
某
日
、
東
京
越
中
島
の
東
京
高
等
商
船
学

校
に
出
頭
し
ま
し
た
。
幸
か
不
幸
か
不
合
格
と
な
り
ま
し
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た
が
戦
後
、
合
格
し
た
人
達
の
大
半
が
死
亡
し
た
こ
と
を

知
り
、
運
命
の
別
れ
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。 

 
学
徒
動
員
令
に
よ
り
昭
和
十
八
年
九
月
繰
り
上
げ
卒
業

と
な
り
、
友
人
等
が
次
々
と
応
召
さ
れ
る
も
私
に
は
知
ら

せ
が
な
く
、
昭
和
十
九
年
を
迎
え
ま
し
た
。
二
月
に
入
り

や
っ
と
召
集
令
状
が
届
き
、
三
月
一
日
、
広
島
野
砲
兵
第

五
連
隊
に
入
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
母
親
と
末
弟

の
三
人
で
伊
勢
神
宮
に
参
拝
、
本
籍
地
の
愛
媛
県
伊
予
に

赴
き
、
先
祖
の
墓
に
詣
で
、
高
浜
港
よ
り
船
便
で
広
島
に

渡
る
途
中
、
戦
艦
「
武
蔵
」
の
威
容
に
接
し
ま
し
た
。 

 

令
状
に
は
防
空
兵
と
の
記
載
が
あ
り
奇
異
に
感
じ
ま
し

た
が
、
入
営
後
、
夏
衣
袴
を
支
給
さ
れ
、
南
方
行
き
か
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
数
日
を
経
て
冬
衣
袴
に
衣
替
え
、

十
二
日
広
島
を
出
発
、
博
多
港
か
ら
釜
山
、
朝
鮮
半
島
を

北
上
し
、
十
七
日
に
満
州
牡
丹
江
に
到
着
、
広
野
の
中
に

あ
っ
た
閑
散
と
し
た
営
舎
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
駐
屯
地

が
関
東
軍
で
編
成
さ
れ
た
唯
一
の
機
甲
師
団
、
戦
車
第
一

師
団
防
空
隊
で
、
本
隊
は
既
に
北
支
の
戦
場
に
赴
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

教
育
訓
練
も
中
途
半
端
の
ま
ま
四
月
四
日
、
本
隊
追
及

の
た
め
牡
丹
江
を
出
発
、
満
支
国
境
の
山
海
関
を
過
ぎ
、

十
九
日
に
黄
塵
舞
う
河
南
省
栄
沢
県
花
門
に
到
着
、
直
ち

に
本
隊
に
編
入
さ
れ
、
私
は
第
六
中
隊
第
三
小
隊
第
六
分

隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

 

初
め
て
見
る
火
器
は
、
日
産
六
輪
車
搭
載
二
〇
ミ
リ
高

射
機
関
砲
で
、
こ
の
車
で
終
戦
ま
で
付
き
合
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
休
む
間
も
な
く
黄
河
南
岸
の
軍
橋
警
備
に
当

た
り
、
四
月
二
十
三
日
か
ら
五
月
十
日
ま
で
共
産
軍
の
湯

思
伯
が
引
き
い
る
八
路
軍
の
主
力
撃
滅
作
戦
に
参
加
、
同

月
十
一
日
よ
り
六
月
十
四
日
ま
で
第
一
次
、
第
二
次
洛
河

河
畔
撃
滅
戦
、
洛
陽
攻
略
戦
、
霊
宝
作
戦
と
転
戦
、
六
月

十
五
日
よ
り
七
月
二
十
四
日
ま
で
黒
石
関
を
は
じ
め
北
支

各
地
の
防
空
警
備
に
当
た
り
、
七
月
二
十
四
日
、
黄
河
南

岸
橋
梁
警
備
を
最
後
に
中
支
に
出
発
し
ま
し
た
。 

 
 

―
北
支
の
追
想
― 

 
洛
陽
攻
略
戦
で
は
城
壁
が
高
く
、
四
周
に
戦
車
濠
を
掘

り
、
地
上
攻
撃
で
は
難
攻
の
堅
城
に
対
し
て
城
内
を
見
下

す
丘
陵
地
に
野
戦
重
砲
隊
が
、
内
地
よ
り
搬
入
し
た
要
塞
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砲
で
昼
夜
を
分
け
ず
砲
撃
、
防
空
隊
は
近
辺
に
布
陣
し
て

米
軍
機
の
攻
撃
に
対
し
援
護
の
任
に
当
た
り
ま
し
た
。 

 

五
月
下
旬
洛
陽
陥
落
、
直
ち
に
城
内
に
入
り
ま
し
た
が
、

死
屍
累
々
の
惨
状
を
目
の
当
り
し
、
胸
を
し
め
つ
け
ら
れ

る
思
い
が
し
ま
し
た
。 

 

七
月
二
十
四
日
、
黄
河
南
岸
を
出
発
、
旭
集
団
長
の
隷

下
に
入
り
京
漢
作
戦
に
参
加
、
さ
し
た
る
戦
闘
も
な
く
一

路
南
下
、
八
月
二
日
、
揚
子
江
岸
の
漢
口
に
到
着
、
直
ち

に
市
街
地
に
あ
る
偕
行
社
屋
上
に
高
射
機
関
砲
を
分
解
搬

入
し
て
防
空
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。
同
月
二
十
二
日
漢
口

を
出
発
ま
で
米
軍
機
の
来
襲
も
な
く
久
し
振
り
に
平
穏
の

日
々
を
送
り
ま
し
た
。 

 
 

―
中
支
の
追
想
― 

 

入
隊
以
来
半
年
ぶ
り
に
給
与
（
軍
票
）
が
支
給
さ
れ
、

一
日
外
出
許
可
を
利
用
し
て
、
満
支
国
境
に
入
る
前
、
錦

州
で
幹
候
面
接
以
来
知
巳
と
な
っ
た
同
年
兵
で
あ
る
三
井
、

中
島
両
甲
幹
が
、
幹
部
教
育
を
受
け
る
た
め
南
京
に
出
向

す
る
の
で
別
離
の
宴
を
中
華
料
理
店
で
行
い
、
三
人
で
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。 

 

帰
還
後
こ
の
写
真
が
実
家
に
届
い
て
お
り
、
こ
れ
が
戦

地
に
お
け
る
唯
一
の
写
真
で
し
た
。
三
井
君
と
は
一
別
以

来
ま
だ
面
接
の
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
お
寺
の
住

職
で
、
年
賀
状
の
交
換
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
中
島
君
は

消
息
不
明
、
健
在
で
あ
れ
ば
…
…
。 

 

八
月
二
十
四
日
、
漢
口
を
出
発
、
揚
子
江
を
渡
り
対
岸

の
武
昌
に
着
き
、
支
那
大
陸
縦
断
作
戦
（
イ
号
作
戦
）
の

最
後
の
仕
上
で
あ
る
湘
桂
作
戦
に
参
加
し
ま
し
た
。
岳
州
、

長
沙
、
霊
陵
、
全
県
と
、
機
甲
部
隊
と
し
て
ひ
た
す
ら
敵

中
を
突
破
し
、
墨
絵
の
世
界
を
思
わ
せ
る
奇
山
景
勝
の
桂

林
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
し
て
同
地
の
飛
行
場
の
要
地
防

空
を
経
て
、
最
後
の
目
的
地
広
西
省
柳
州
に
十
一
月
二
十

七
日
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
部
隊
と
は
離
れ
、
第
六
中
隊
が
柳
州
飛
行
場
に

一
番
乗
り
と
な
り
、
直
ち
に
陣
地
構
築
し
て
要
地
防
空
の

任
に
つ
き
ま
し
た
。 

 

米
軍
機
の
残
骸
と
周
辺
に
は
ト
ー
チ
カ
が
散
在
し
、
ド

ラ
ム
缶
（
ほ
と
ん
ど
空
）
が
数
百
個
山
積
み
さ
れ
て
お
り
、

共
産
軍
、
米
軍
航
空
基
地
に
と
っ
て
は
重
要
拠
点
で
あ
っ
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た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
戦
車
濠
（
深
さ
幅
共
に
五
～

七
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
不
明
）
を
利
用
し
て
宿
舎
を
設
営
し

ま
し
た
。
何
分
に
も
敵
中
に
孤
立
し
た
状
態
で
、
糧
秣
、

弾
薬
等
の
補
給
も
ま
ま
な
ら
ず
、
時
に
徴
発
を
し
た
り
し

て
炊
事
班
の
方
も
大
変
苦
労
を
し
ま
し
た
。 

 

敵
機
Ｂ
24
、
Ｐ
38
も
高
々
度
で
偵
察
に
、
た
ま
に
Ｐ
61

の
来
襲
が
あ
り
、
時
に
は
交
戦
も
あ
り
ま
し
た
が
危
惧
す

る
ほ
ど
で
は
な
く
、
友
軍
の
直
協
偵
が
低
空
で
飛
来
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
も
昭
和
二
十
年
を
迎
え
る
頃
に
は
来
な
く

な
り
ま
し
た
。 

 

小
康
状
態
が
続
く
中
、
牡
丹
江
出
発
、
戦
場
を
往
来
し
、

私
達
初
年
兵
は
満
足
な
教
育
を
受
け
ず
こ
こ
に
来
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
二
年
兵
を
中
心
に
幹
部
よ
り
火
砲
の
教
育
訓

練
を
受
け
、
実
戦
で
多
少
の
心
得
が
あ
り
ま
し
た
が
、
高

速
、
航
路
角
、
昇
降
角
等
あ
ら
た
め
て
操
作
を
学
び
ま
し

た
。 

 

三
月
八
日
、
臨
時
機
関
砲
中
隊
が
新
設
さ
れ
、
中
隊
に

入
隊
以
来
の
志
水
中
隊
長
が
補
さ
れ
、
士
官
学
校
出
身
の

野
中
中
尉
が
中
隊
長
と
な
り
、
同
時
期
私
は
中
隊
本
部
付

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
中
隊
長
の
当
番
を
か
ね
渡
辺
准

尉
（
人
事
係
）
、
伊
藤
曹
長
（
庶
務
係
）
の
事
務
手
伝
い
を

命
ぜ
ら
れ
終
戦
、
復
員
ま
で
勤
務
し
ま
し
た
。 

 

戦
闘
が
あ
れ
ば
第
六
分
隊
の
砲
手
も
兼
務
し
ま
し
た
。 

 
 

―
南
支
の
追
想
（
柳
州
よ
り
終
戦
ま
で
）
― 

 

五
月
二
十
日
「
イ
号
反
転
作
戦
」
が
発
令
さ
れ
、
約
六

カ
月
に
及
ぶ
柳
州
要
地
防
空
の
任
を
果
た
し
撤
退
す
る
こ

と
に
な
り
、
以
降
終
戦
ま
で
第
六
中
隊
に
と
っ
て
は
中
国

戦
線
で
最
も
厳
し
い
日
が
続
き
ま
し
た
。 

 
 

―
脚
板
州
橋
梁
防
空
警
備
― 

 

反
転
作
戦
と
は
名
の
み
で
、
戦
線
悪
化
に
よ
る
後
退
で
、

こ
の
橋
梁
は
前
線
よ
り
引
き
上
げ
て
来
る
友
軍
（
歩
兵
）

の
唯
一
渡
河
拠
点
で
、
こ
の
た
め
米
軍
機
の
爆
破
を
防
ぐ

た
め
陣
地
構
築
を
し
ま
し
た
。 

 

１ 

六
月
四
日
、
Ｐ
51
三
機
来
襲
、
第
二
小
隊
長
・
青

木
少
尉
が
数
発
の
直
撃
弾
を
受
け
壮
烈
な
戦
死
。 

 
２ 

六
月
二
十
一
日
、
数
百
メ
ー
ト
ル
先
に
布
陣
の
第

一
中
隊
（
高
射
砲
）
が
敵
機
と
交
戦
中
、
ナ
パ
ー

ム
弾
の
攻
撃
を
受
け
、
戦
死
者
二
十
数
人
、
多
数
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の
負
傷
者
。 

 

３ 

歩
兵
部
隊
の
渡
河
完
了
ま
で
度
々
の
戦
闘
が
あ
り
、

第
六
中
隊
も
三
人
の
死
傷
者
を
出
し
ま
し
た
が
、

そ
の
任
を
終
え
、
工
兵
隊
が
橋
梁
爆
破
、
撤
退
。 

 

４ 

余
談
と
し
て
そ
の
間
、
共
産
軍
陣
地
と
勘
違
い
し

た
の
か
米
軍
砲
兵
大
佐
、
同
大
尉
二
人
が
共
産
軍

将
校
の
運
転
す
る
ジ
ー
プ
で
侵
入
し
、
逮
捕
、
憲

兵
隊
に
引
渡
す
も
、
夜
間
逃
走
。 

 

脚
板
州
撤
退
は
第
六
中
隊
が
最
後
尾
と
な
り
、
そ
の
後

七
月
上
旬
大
浴
口
軍
橋
防
空
警
備
中
、
七
月
二
十
六
日
米

機
Ｐ
51
数
機
来
襲
、
そ
の
一
機
を
撃
墜
し
、
こ
れ
が
中
隊

最
後
の
戦
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

全
県
近
く
ま
で
転
戦
中
、
毎
日
の
よ
う
に
飛
来
し
た
米

軍
機
の
機
影
を
見
な
く
な
り
、
し
ば
ら
く
し
て
無
線
傍
受

で
終
戦
を
知
り
ま
し
た
。
戦
況
も
厳
し
く
、
内
地
の
情
報

も
広
島
に
大
型
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
と
の
噂
も
あ
り
、
来

る
べ
き
も
の
が
来
た
思
い
で
悲
壮
感
は
余
り
な
く
、
今
後

の
こ
と
、
内
地
の
家
族
の
様
子
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。 

 

歩
兵
部
隊
は
気
の
毒
で
し
た
が
、
車
両
に
て
北
上
、
九

月
長
沙
に
て
武
装
解
除
、
最
小
限
の
車
両
と
自
衛
の
た
め

の
十
数
丁
の
小
銃
、
弾
薬
を
与
え
ら
れ
岳
州
に
着
き
、
以

降
、
部
隊
輸
送
に
当
っ
た
本
部
の
方
々
の
筆
舌
に
つ
く
し

難
い
ご
苦
労
に
よ
り
、
武
昌
よ
り
船
便
に
て
揚
子
江
を
下

り
、
集
結
地
江
西
省
湖
口
に
中
隊
全
員
無
事
に
到
着
し
ま

し
た
。 

 

当
時
共
産
軍
と
国
民
軍
が
抗
日
戦
線
で
共
同
作
戦
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
国
民
軍
の
指
導
者
蔣
介
石
の
過
去
を

怨
ま
ず
の
一
言
が
今
後
の
抑
留
生
活
に
大
き
く
影
響
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

―
抑
留
生
活
か
ら
復
員
ま
で
― 

 

湖
口
よ
り
十
余
キ
ロ
奥
地
の
劉
官
人
村
に
十
月
十
五
日

に
入
村
、
考
え
ら
れ
た
捕
虜
生
活
と
は
期
待
が
外
れ
、
民

家
の
納
屋
等
に
分
宿
、
拘
束
さ
れ
な
い
生
活
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

 

日
が
経
つ
に
つ
れ
住
民
と
の
和
合
に
も
慣
れ
、
農
家
の

手
伝
い
等
を
し
て
一
飯
の
饗
応
を
う
け
た
り
し
て
和
気
あ

い
あ
い
の
日
々
で
し
た
。
往
復
二
十
数
キ
ロ
の
糧
秣
受
領

も
苦
痛
で
な
く
、
朝
夕
の
点
呼
も
規
律
正
し
く
行
わ
れ
、
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共
産
軍
、
国
民
軍
と
の
摩
擦
も
な
く
平
穏
な
日
が
続
き
、

昭
和
二
十
一
年
の
新
年
を
迎
え
、
細
や
か
で
す
が
正
月
ら

し
い
酒
食
も
出
ま
し
た
。 

 

五
月
上
旬
に
な
り
、
待
ち
に
待
っ
た
帰
還
命
令
が
出
て
、

半
年
余
す
ご
し
た
抑
留
地
を
離
れ
、
五
月
十
一
日
、
湖
口

に
到
着
、
遠
路
に
も
拘
ら
ず
船
着
場
ま
で
見
送
り
に
来
た

村
民
と
の
別
れ
が
今
も
眼
に
浮
か
び
ま
す
。 

 

揚
子
江
を
南
京
ま
で
下
り
、
五
月
十
四
日
、
下
船
、
小

休
止
の
後
、
無
蓋
貨
車
で
上
海
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
さ

す
が
賄
賂
の
お
国
柄
、
途
中
列
車
が
止
ま
り
、
時
計
等
の

供
出
を
要
求
さ
れ
た
り
し
て
十
八
日
上
海
に
到
着
、
直
ち

に
有
刺
鉄
線
で
囲
わ
れ
た
第
六
兵
站
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

衛
生
状
態
は
最
悪
、
食
料
も
限
り
な
く
粗
末
で
、
こ
こ
で

敗
戦
の
惨
め
さ
を
つ
く
づ
く
味
い
ま
し
た
。 

 

六
月
二
日
、
帰
国
の
乗
船
命
令
が
下
り
、
埠
頭
で
国
民

軍
に
よ
る
持
物
検
査
を
受
け
、
復
員
船
「
大
瑞
丸
」
に
中

隊
全
員
無
事
に
乗
船
、
一
路
故
国
に
向
い
ま
し
た
。
入
隊

以
来
一
年
半
、
中
国
戦
線
を
北
か
ら
南
ま
で
、
機
甲
部
隊

と
し
て
六
千
余
キ
ロ
戦
場
を
駆
け
回
り
、
戦
争
の
残
酷
無

情
さ
を
目
の
当
り
に
経
験
し
ま
し
た
。
半
年
余
の
抑
留
生

活
で
は
住
民
の
温
み
の
あ
る
人
間
性
に
ふ
れ
、
違
和
感
が

あ
り
ま
し
た
が
人
生
で
貴
重
な
経
験
で
し
た
。 

 

上
海
出
航
以
来
、
蚕
棚
の
船
内
生
活
は
快
適
と
は
程
遠

い
状
況
で
し
た
が
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
、
甲
板
に
出
て
は

追
尾
す
る
イ
ル
カ
の
群
れ
を
眺
め
た
り
、
久
保
敏
記
さ
ん

（
入
隊
前
は
床
屋
さ
ん
）
が
故
郷
に
帰
る
の
で
さ
っ
ぱ
り

し
て
行
け
と
散
髪
を
し
て
貰
っ
た
り
し
て
、
や
が
て
桜
島

を
望
見
し
た
時
、
予
期
せ
ぬ
伝
染
病
患
者
の
発
生
で
十
日

ほ
ど
、
海
上
に
止
ま
り
、
六
月
二
十
三
日
鹿
児
島
に
上
陸
、

駐
留
米
軍
に
よ
る
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
粉
末
洗
浄
を
う
け
た
時
、
終

戦
後
始
め
て
無
念
の
恥
辱
を
痛
切
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

戦
災
の
た
め
か
骨
組
だ
け
に
な
っ
た
高
島
屋
デ
パ
ー
ト

に
入
っ
て
小
休
止
、
翌
二
十
四
日
、
引
揚
証
明
書
、
旅
費

等
が
交
付
さ
れ
、
同
ビ
ル
屋
上
に
お
い
て
復
員
式
を
行
い
、

こ
こ
に
二
年
半
有
余
、
苦
楽
を
共
に
し
た
中
隊
は
解
隊
さ

れ
ま
し
た
。 

 
戦
友
各
々
再
会
を
約
し
、
夕
刻
超
満
員
の
列
車
に
乗
り
、

途
中
入
隊
時
の
広
島
に
一
時
停
車
、
米
軍
に
よ
る
原
爆
の
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被
害
を
受
け
た
荒
廃
し
た
市
街
を
見
て
、
改
め
て
こ
の
た

び
の
戦
争
が
何
ん
で
あ
っ
た
の
か
、
憤
り
と
悔
恨
の
念
に

か
ら
れ
ま
し
た
。
品
川
駅
に
到
着
し
同
行
の
前
田
欽
二
郎

さ
ん
（
中
隊
で
唯
一
人
衛
生
教
育
を
う
け
た
古
参
衛
生
兵

で
、
中
隊
全
員
が
世
話
に
な
り
、
同
じ
東
京
出
身
の
私
は

入
隊
当
初
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
親
交
を
頂
い
て
お
り
ま

す
）
と
飯
盒
で
食
事
を
し
な
が
ら
駅
構
内
に
掲
示
さ
れ
て

い
た
被
災
状
況
の
地
図
を
眺
め
、
不
安
の
中
に
家
路
に
つ

き
ま
し
た
。 

 

度
重
な
る
東
京
大
空
襲
に
も
、
幸
い
被
害
を
受
け
な
か

っ
た
我
が
家
に
入
り
、
突
然
の
帰
家
に
健
在
で
あ
っ
た
父

母
弟
妹
（
私
は
長
男
）
と
会
い
、
思
わ
ず
感
激
の
涙
を
こ

ぼ
し
ま
し
た
。 

 

庭
に
あ
る
ド
ラ
ム
缶
に
ボ
ロ
ボ
ロ
の
軍
衣
袴
等
身
に
着

け
て
き
た
物
一
切
を
入
れ
焼
却
し
た
時
に
は
、
不
思
議
と

何
の
感
想
も
湧
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

【
解 

 

説
】 

 

体
験
記
執
筆
者
は
入
隊
前
は
満
鉄
に
就
職
、
大
連
港
に

て
埠
頭
局
経
理
課
主
計
係
と
し
て
勤
務
す
る
。
中
国
語
を

勉
学
、
昭
和
十
六
年
四
月
、
巣
鴨
高
等
商
業
学
校
に
入
学
、

同
年
十
二
月
に
は
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
い
う
、
当
時

は
慌
た
だ
し
い
戦
時
下
の
状
勢
に
あ
っ
た
。
学
徒
動
員
に

て
昭
和
十
九
年
二
月
召
集
さ
れ
広
島
野
砲
第
五
連
隊
に
入

隊
す
る
。 

 

十
二
月
に
は
満
州
の
牡
丹
江
に
到
着
、
広
野
の
中
の
兵

舎
に
入
る
。
こ
れ
が
配
属
さ
れ
た
関
東
軍
編
成
の
機
甲
師

団
、
戦
車
第
一
師
団
防
空
隊
で
あ
る
。 

 

本
隊
の
戦
車
第
一
師
団
は
中
国
河
南
省
栄
沢
県
花
門
に

あ
り
、
四
月
四
日
、
本
隊
追
及
の
た
め
牡
丹
江
を
出
発
、

十
九
日
に
到
着
の
上
、
第
六
中
隊
第
三
小
隊
第
六
分
隊
に

配
属
さ
れ
る
。 

 

こ
の
高
射
砲
隊
の
編
成
は
、
高
射
砲
二
個
中
隊
、
高
射

機
関
砲
が
四
個
中
隊
の
編
成
で
、
高
射
機
関
砲
は
二
〇
ミ

リ
抵
抗
高
射
機
関
砲
と
云
い
、
特
徴
は
「
移
動
警
戒
射
撃

速
度
著
し
く
大
に
し
て
、
中
空
以
下
の
敵
機
に
迅
速
に
行

う
」
最
新
式
の
高
射
機
関
砲
で
あ
っ
た
。
人
力
で
は
引
け

ず
、
ほ
と
ん
ど
関
東
軍
の
機
動
部
隊
、
日
産
六
輪
車
に
搭
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載
さ
れ
て
い
た
。 

 
体
験
記
執
筆
者
は
体
験
記
に
参
加
し
た
戦
闘
・
作
戦
の

状
況
を
記
録
し
て
い
る
が
、
当
時
、
戦
車
師
団
の
防
空
隊

高
射
砲
と
い
う
の
は
、
㋩
印
の
着
い
た
㋩
歩
兵
と
い
う
機

能
部
隊
が
敵
前
ま
で
車
で
進
出
、
散
開
し
、
そ
れ
に
砲
隊

が
接
近
し
て
砲
列
を
敷
き
、
友
軍
の
掩
護
を
す
る
と
い
う

第
一
戦
部
隊
の
高
射
機
関
砲
隊
で
あ
っ
た
。
そ
の
状
況
は

五
月
二
十
五
日
か
洛
陽
攻
略
戦
の
描
写
に
詳
し
い
。 

 

『
洛
陽
攻
略
戦
で
は
城
壁
が
高
く
、
四
周
に
戦
車
濠
を

掘
り
、
地
上
攻
撃
で
は
難
攻
の
堅
城
に
対
し
て
、
城
内
を

見
下
す
丘
陵
地
に
野
戦
重
砲
隊
が
内
地
よ
り
搬
入
し
た
要

塞
砲
で
昼
夜
を
分
け
ず
砲
撃
、
防
空
隊
は
近
辺
に
布
陣
し

て
、
米
軍
機
の
攻
撃
に
対
し
援
護
の
任
に
当
た
り
』
と
い

う
。 

 

こ
の
戦
闘
で
は
非
常
に
困
難
が
伴
い
、
多
く
の
死
者
が

出
る
と
い
う
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
洛
陽
攻
撃

も
終
わ
っ
て
、
敵
軍
は
西
安
方
面
に
退
却
、
こ
れ
を
追
撃

す
る
作
戦
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
軍
全
体

の
作
戦
か
ら
見
て
、
西
安
の
方
ま
で
行
く
よ
り
は
、
も
っ

と
大
時
な
南
方
が
あ
る
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
西

安
へ
は
途
中
ま
で
追
撃
し
て
い
る
。 

 

そ
し
て
支
那
大
陸
縦
断
作
戦
（
イ
号
作
戦
）
の
最
後
の

仕
上
で
あ
る
湘
桂
作
戦
に
参
加
す
る
。
岳
州
、
長
沙
、
霊

陵
、
全
県
を
機
甲
部
隊
と
し
て
敵
中
を
突
破
し
、
桂
林
に

到
着
す
る
。 

 

こ
の
湘
桂
作
戦
は
、
南
京
を
通
っ
て
南
下
し
て
武
漢
三

鎮
に
至
る
作
戦
で
、
時
は
昭
和
十
六
年
八
月
頃
、
日
本
の

軍
隊
が
中
国
に
多
く
出
動
し
て
お
り
、
高
射
砲
隊
と
し
て

は
約
一
カ
月
、
こ
の
辺
の
要
地
防
衛
任
務
と
い
う
こ
と
で
、

心
身
と
も
に
最
も
休
ら
い
だ
時
期
で
あ
っ
た
と
言
う
。 

 

以
後
、
中
支
、
南
支
を
転
戦
、
全
県
付
近
で
、
そ
れ
ま

で
毎
日
の
よ
う
に
飛
来
し
た
米
軍
機
の
機
影
を
見
な
く
な

り
、
無
線
傍
受
で
終
戦
を
知
る
。
そ
し
て
歩
兵
部
隊
と
は

異
な
り
、
車
両
で
北
上
し
て
、
九
月
長
沙
に
て
武
装
解
除

と
な
る
。 

 
入
隊
以
来
一
年
半
、
中
国
戦
線
を
北
か
ら
南
ま
で
、
機

甲
部
隊
と
し
て
六
千
余
キ
ロ
戦
場
を
駆
け
回
っ
た
記
録
で

あ
る
。 


